
東
海
地
震
発
生
を
想
定
し
て
、

陸
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

利
用
し
た
離
発
着
、
要
員
派
遣
訓

練
が
実
施
さ
れ
、
災
害
時
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
受
入
体
制
の
検
証
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

伊
豆
の
国
市
で
は
六
月
七
日
に

人
員
搬
送
訓
練
が
行
わ
れ
、
市
や

県
の
職
員
が
ヘ
リ
に
乗
り
込
み
ま

し
た
。
ヘ
リ
は
天
候
の
変
化
に
左

右
さ
れ
る
輸
送
手
段
で
あ
る
こ

と
、
搭
乗
人
数
が
限
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
ヘ
リ
搬
送
の
受
け
入
れ
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
訓
練
に
よ
り
、
誰
か
ら
運

ぶ
の
か
現
場
で
ト
リ
ア
ー
ジ
で
き

六
月
二
十
三
日
、
韮
山
時
代
劇

場
大
ホ
ー
ル
で
『
米
村
で
ん
じ
ろ

う
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
』
を
行
い

ま
し
た
。

会
場
で
は
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ

み
の
米
村
で
ん
じ
ろ
う
先
生
に
よ

る
『
ブ
ー
メ
ラ
ン
実
験
』『
巨
大

空
気
砲
実
験
』『
声
変
わ
り
実
験
』

『
風
船
ま
き
実
験
』
な
ど
、
一
時

る
態
勢
づ
く
り
や
、
着
陸
時
の
安

全
確
認
動
作
の
周
知
な
ど
、
今
後

の
課
題
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

援
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

旧スポーツワールド駐車場をヘリポートとして使用

〈2〉

不
思
議
な
実
験
の
数
々
に
釘
付
け

米
村
で
ん
じ
ろ
う
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

尊重し支え合う共生社会を目指し、
障害者に対する国民の理解の促進を
図るため、①『心の輪を広げる体験
作文』、②『障害者週間のポスター』
を募集します。
●募集期間　９月４日（火）まで
●応募テーマ
①『出会い、ふれあい、心の輪（障
害のある人とない人との心のふれあ
い体験を広げよう）』
②『障害の有無にかかわらずだれも
が能力を発揮して安全に安心して生
活できる社会の実現』
●応募資格
①小学生以上　②小学生と中学生
●申込み・問合せ
県厚生部障害者プラン推進室

電話０５４‐２２１‐２３５２

ヘ
リ
搬
送
の
受
け
入
れ
が
可
能

陸
上
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
受
援
訓
練

●職　種 登記事務
●勤務地 市役所別館２階
●雇用期間　９月１日（土）～平成
２０年３月３１日（月）
●勤務時間等 月～金曜日
９：１５～１６：００のうち６時間（１日
６時間・週３０時間・月２２日）
●応募資格 ６０歳未満、ワード・
エクセル経験者（文書の作成等）
●時　給 ８１０円
●募集人数 １人
●申込方法 ７月３１日（火）までに
履歴書（Ａ３版・写真貼付）に必要
事項を明記し、市役所総務課へ持参
または郵送（必着）。
●その他 面接試験実施。社会保険
あり、雇用保険なし
●業務の問合せ 市役所建設課
電話０５５‐９４８‐２９０８
●申込み 市役所総務課　〒４１０‐
２２９２伊豆の国市長岡３４０‐１
電話０５５‐９４８‐１４１１

●職　種 不登校児童・生徒支援員
●勤務地 わかあゆ教室

（長岡シニアプラザ内）
●雇用期間　８月２０日（月）～平成
２０年３月３１日（月）
●勤務時間等 月～金曜日
８：３０～１５：１５のうち６時間（１日
６時間・週３０時間・月２２日）
●応募資格 ６０歳未満で教員免許
を有する人
●時　給 １，０２０円
●募集人数 １人
●申込方法 ７月３１日（火）までに
履歴書（Ａ３版・写真貼付）に必要
事項を明記し、市役所総務課へ持参
または郵送（必着）。
●その他 社会保険あり、雇用保険
なし
●業務の問合せ 市役所学校指導課
電話０５５‐９４８‐１４５３
●申込み 市役所総務課　〒４１０‐
２２９２伊豆の国市長岡３４０‐１
電話０５５‐９４８‐１４１１

間
三
十
分
に
お
よ
ぶ
公
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

午
前
と
午
後
の
二
回
公
演
に

は
親
子
連
れ
が
多
く
来
場
し
、

集
ま
っ
た
約
九
百
人
の
観
客

は
、
目
の
前
で
起
こ
っ
た
不
思

議
な
実
験
に
釘
付
け
に
な
っ
た

よ
う
で
し
た
。

↑

こ
れ
が
噂
の『
巨
大
空
気
砲
実
験
』

↓『風船まき実験』に会場の子どもたちは大喜び

望
月
市
長
に
鍵
の
レ
プ
リ
カ
を
渡
す
杉
原

理
事
長（
左
）と
寄
贈
さ
れ
た
福
祉
車
両

車
い
す
で
簡
単
乗
り
降
り

土
地
区
画
整
理
組
合
が
福
祉
車
両
寄
贈

六
月
二
十
五
日
に
、
大
仁
町
守

木
土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら
車
い

す
移
動
車
一
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
守
木
地
区
の
整
備
事
業
が
ほ

ぼ
完
了
し
、
十
二
月
に
解
散
を
予

定
し
て
い
る
た
め
、
残
余
財
産
で

こ
の
車
両
を
購
入
し
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
市
役
所
玄
関
前
で
行

わ
れ
、
鍵
の
贈
呈
を
行
っ
た
杉
原

理
事
長
は
、「
良
い
区
画
整
理
が

で
き
た
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
、

寄
贈
し
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
」と
話
し
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
車
両
は
、
車
い
す

を
収
容
で
き
る
よ
う
に
改
造
し
た

軽
ワ
ゴ
ン
車
で
、
市
の
保
有
す
る

福
祉
車
両
は
四
台
目
と
な
り
ま

す
。
車
い
す
生
活
の
高
齢
者
や
障

害
者
の
移
動
を
手
伝
う
、
外
出
支

伊
奈
さ
ん（
長
岡
北
小
）
個
人
戦
全
国
へ

伊
豆
長
岡
柔
道
会
が
県
大
会
優
勝
報
告

伊
豆
長
岡
柔
道
会
が
個
人
戦

全
国
大
会
出
場
と
県
大
会
で
の

ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
決
め
、
六
月

二
十
一
日
に
市
長
を
訪
問
し
ま

し
た
。

県
警
察
少
年
柔
道
錬
成
大
会

の
小
・
中
学
生
混
合
の
団
体
戦

で
、
女
子
は
二
連
覇
。
昨
年
は

準
優
勝
だ
っ
た
男
子
も
優
勝
し
、

初
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
決
め
ま

し
た
。

全
国
大
会
に
出
場
す
る
の
は
、

六
年
女
子
四
十
五
㌔
級
の
伊
奈

郁
乃
さ
ん
（
長
岡
北
小
）。
県
大

会
で
二
連
覇
を
達
成
し
、
昨
年

に
続
き
全
国
大
会
出
場
と
な
り

ま
し
た
。
昨
年
は
全
国
三
位
。

今
年
は
優
勝
を
目
指
し
て
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
を
決
め
た

伊
奈
さ
ん（
市
長
の
右
二
人
目
）

伊豆の国観光協会（ＮＰＯ伊豆の
国ルネサンス）では、外国からの観
光客に『おもてなし』の心を楽しん
でもらうために、ボランティアで通
訳をしてくれる人を募集します。
●応募資格 英語、中国語、韓国語
が話せる人、または日本語を話せる
外国の人
●内　容 市内の観光・史跡案内と
イベント時の外国人観光客の対応
●その他 交通費支給
●申込み・問合せ 伊豆の国観光協
会　電話０５５‐９４８‐０３０４

国民だれもが相互に人格と個性を

平
成
二
十
年
三
月
十
六
日（
日
）に
行

わ
れ
る『
第
二
回
ア
ク
シ
ス
合
唱
祭
』で

演
奏
す
る
合
唱
団
員
を
大
募
集
！

●
応
募
条
件

小
学
生
以
上
で
三
月

十
六
日
の
演
奏
会
に
参
加
で
き
る
人

●
会
費

一
般
／
月
額
千
円（
指
導
料
・

楽
譜
代
・
そ
の
他
経
費
込
み
）

高
校
生
以
下
／
無
料
（
楽
譜
代
自
己
負
担
）

●
練
習

結
団
式
七
月
二
十
四
日（
火
）

十
九
時
〜
　
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

以
降
毎
週
火
曜
日
十
九
時
〜
二
十
一
時

●
申
込
み
・
問
合
せ

ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
窓
口
、ま
た
は
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。

電
　
話
０
５
５（
９
４
８
）０
２
２
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５（
９
４
８
）０
８
５
５


